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（6）  内資製薬企業の新薬開発においては, プロジェクトマネージャは, プロジェクトマネジメント部門の一部員に
過ぎず, 他の部門の部門責任者よりも職位上は下位であることが一般的である。

















































































































































































（10）  管理会計における海外の主要ジャーナル, 具体的には, The Accounting Review, Journal of Accounting 
Research, Accounting, Organizations and Society, Journal of Accounting and Economics, Journal of 
Management Accounting Research, Contemporary Accounting Research, Management Accounting 
Research, Accounting Horizonsを対象に, ”Program”, ”Project”, ”Budgeting”, ”Management Contorl”をキー
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〔抄　録〕
本稿は，予算管理のフレームワークであるPbudgetingの有効性を検証するアクション
リサーチである。部門中心に予算管理を行うことで起こる予算管理の硬直化を打破，柔軟
な予算管理の実現が期待された。
リサーチサイトは，部門中心に製品開発を進め予算管理を行っていたが，Pbudgetingに
沿う予算管理を導入し，まず第一段階で，部門を跨ぐ組織としてのプロジェクトを編成，
予算管理は部門で行うものの，製品開発をプロジェクトで進める体制に移行した後に，続
く第二段階として，部門を再編成して顧客別プログラム組織を編成，その配下にプロジェ
クトをおいて製品開発を進める体制に移行した。本稿は特に第二段階における成果・課題
を確認した。Pbudgetingでは，プログラムは戦略を実行するためのシナリオであり，プロ
ジェクトはプログラム実行のための活動とされる。
リサーチサイトでは既に第一段階のプロジェクト制導入で，製品別の開発予算の遵守
率，ソフトウェア開発の予算遵守率の大幅な改善が見られていたが，第二段階のプログラ
ム制導入により，プロジェクト統廃合が頻繁に行われるようになるなど，より柔軟な予算
管理が実現することとなった。
